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九月 三日 (土曜日) 午前 九 時 三十 分 開講 

今から 「日本 演劇の 特質」 とい ふ 題で お 話 をしょう 

と 思 ひます。 皆さん は 特別に 日本の 演劇 を 研究しょう 

とい ふ 目的 を 持って おいでに なるお 方で はない と 思 ひ 

ます。 ですから 余り 専門的な お 話 をしても 面白くない 

ので、 成るべく 皆さんが 日本に 滞在して おいでになる 

間、 日本の 芝居に 接触な さる 上で 御 便宜になる 様な お 

話 をしたい と 思 ひます。 日本の 演劇 はどうい ふ 点に 特 

色が あるかと いふ こと を 知る 為に は、 どうしても 之 は 

日本と 云 ふ もの を先づ 知って 戴かなければ ならない。 



それからもう 一 っは演 ft と 云 ふ もの はどうい ふ もの か 

とい ふ 根本の 知識 を 持って 戴かなければ なり ませぬ。 

併し 日本と いふ もの は 御覧の 通り 非常に 複雑な 面貌 を 

もって ゐ ます。 斯う 云 ふ 所 も 日本 かと 想 ふと 又 全く そ 

れと 一 見 反対の 様な 或は 矛盾した 様な 部分が 日本に あ 

るので あります。 さう いふ 様な 意味で 日本の 全貌 を捉 

へる とい ふこと は、 皆さんに とってな か/ \ゃ さしい 

事で ない と 思 ひます が、 殊に 劇と はどうい ふ もの かと 

いふ こと は、 之 は 普通 常識で 芝居 を 観て、 芝居と はこ 

んな もの かとい ふ 事が 解って ゐ ると いふので は 不充分 

なので、 芝居と 云 ふ もの はどうい ふ 様な 要素で 出来て 



其 外にな ほ 日本 全国の 各地 方に 郷土 的な 劇が ありま 

す。 之 は 能狂言 や 歌舞伎の 様に 謂 は、 V 一 つの 芸術的な 

方法で それ を 育て ゝ 来たと 云 ふよりも、 寧ろ 自然発生 

的な、 自然に 民衆の 生活の 中から 生れて、 それが その 

儘の 形で 伝 へられて ゐる 様な ものであります。 それ か 

ら 更に 能狂言 や 歌舞伎が 発生す る 前 それが 生れる 前に、 

支那の 文化 を 移植す ると 同時に 伝 へられた 舞楽と 云 ふ 

の は 大体に 於て ダンスと 音楽に 依って 組立 てられた 一 

つの 演劇 形式であります。 其の 舞楽と 云 ふ ものが 今日 

矢張り 大切に 保存され て 居ります。 今日で は 之 は 主と 

して 宮中に 残されて ゐる。 それから 又 歌舞伎 劇が 三百 



なって ゐ ない。 歌舞伎 は それで はどうい ふ 風に なって 

ゐ るかと 云 ふと、 舞台の 上に 現された 一 つの 芸術的な 

ェナヂ —が 非常に 多勢の 人間の 長い 工夫と 練磨に よる 

創造と いふ 形 をと つて ゐる、 さう いふ 印象 を 与へ ます _ 

詰り 舞台の 上の 美し さ、 調和と いふ 様な ものが 非人 称 

的であります。 私で も、 お前で も、 彼で もない、 非人 

称 的な、 理論と か 体系と いふ もの を 超越した 一 つの 感 

覚 的の 美し さ、 此 理論と か 体系と か を 超越した 感覚的 

な 美し さと 云 ふ もの はどう 云 ふ もの を 云 ふかと 云 ふと 

普通人 間なら ば 誰でも 感じ 得る 美し さ を 圧縮し、 それ 

から 整理し、 それから 磨き上げる。 此 圧縮と 整理と そ 



も 、 元来 筋道 の 立たない とい ふ 意味 を もった 言葉 で す。 

之 は 能狂言の 発生 以前から 行 はれて 居る 猿 楽と いふ 舞 

楽が あります が、 其の 流れ を 汲んだ ものであって 滑稽 

と 諷刺と からな つて 居ります。 能の 方 は 一種の 文章 体 

で 殊に 韻律 を 主と する、 謂 は、 V 散文詩の 形で 書かれて 

あるのに 反して、 狂言の 方 は 専ら 其の 時代に 用 ひられ 

た 普通の 言葉で 書かれて 居ります。 従って 写実的な 要 

素が 多く、 武家、 大名の 私生活 を 描いて ゐる ことが 狂 

言 の 特色であります。 今日 能 狂 言 は 東京で 殆ど 例月 や 

られて 居りまして 非常に 盛に なって 居ります。 日本に 

来て 代表的な 芝居 を 見る とい ふので 能 をよ く 観る 人が 



い。 外の 芝居の 面白さに は 限りが ある。 併し 能の 面白 

さに は 限りがない。 普通の 芝居の 面白さ は、 大体に 於 

てテ ー マ や 筋 立 の 面白さが 主で ある。 能 の 場合に は 

刻々 の 舞台の ィメ— ジが 純粋な 感動 を 与へ るので す。 

泣く と 云っても た、 V 悲しい から 泣く ので はなく 本当の 

美し さに 打 たれて 涙 を 流す。 これ は、 舞台の 芸術の 中 

では 能 芸術 だけが さう 云 ふ 境地に 這 入り 得る もので あ 

る。 で、 能 は 一体 何処が 面白い の だ、 一口に 話して 呉 

れと云 ふが 却々 実際 は 一 口に 話せる もので はない。 能 

の 面白さ を 口で 話す こと は、 料理の 話 を 旨くす るより 

ももつ と 難しい のであります。 ですから 能に 這 入る 為 



もの を 主役と した もの。 能で は 主役 をシテ とい ひます _ 

第二 は 男 を 主人公に した ものであります。 男と 云 ふと 

之 は 矢張り 日本の 一 つの 習慣であります けれども、 武 

張った ものと 云 ふ 事 を 意味す るので あります。 です か 

ら男を 主人公に した もの は 主として 武人、 武士で あり 

ます。 さもなければ 修羅 もの、 非常に 乱暴な 人物で あ 

ります。 其の 次に 三番 目に 女、 四 番目に 狂女、 之 は 気 

の 狂った 者、 それから 五番 目 は 鬼、 または 動物、 此大 

体 五つの もの を 以て 一 組と しまして 夜の 興行と する の 

が 習慣であります。 

それで 能の 主題 或は 思想と 云 ふ もの はどう 云 ふ もの 



たもので、 さう 云 ふ 部分 だけ 見る と 云 ふの が 歌舞伎 通 

の 見方であります。 其 外の 場面 は 弁当 を 食べた リ、 酒 

を 飲んだり して 見る。 其の 見なければ ならない 部分と 

は 九つの 部分が 其の 代表的な ものであります。 先づ濡 

場と 云 ふ ものであります、 濡 場と 云 ふの は 詰り 恋愛の 

場面であります。 男女の 情 を 写した ものでありまして 

エロチックな もの を 含みます。 第二 は 殺 場と 責 場との 

二つでありまして、 之 は 読んで 字の 如く 殺 場 は 人殺し 

の 場面、 責 場と 云 ふの は 人 を 責めて ぎゆう/ \- 言 はせ 

る 場面です。 殺 場と 云 ふの は 以前に は 可な り 極端な 人 

殺しの 場面 を 細かく 演じて 惨酷な 印象 を 与へ たので あ 



ぎゆうく 責めます。 さう 云 ふ 場合の 歌舞伎の 台詞 を 

真似て 「さあ ど うぢ や/ \」 と 云 ふやうな 言葉 を 普通 

冗談に 使 ひます。 之 はこの 責 場の 一 つの 台詞で ありま 

す。 それから 黙ん まり。 此 黙ん まりと 云 ふの は 黙って 

演 ると 云 ふこと であり ますが、 必ずしも 無言劇の 事で 

はあり ませぬ。 黙ん まりと 云 ふこと は 主としてお ほ ま 

かな 動き、 活人画 的、 活人画と いふの は 一 寸 説明が し 

にくいで すが、 本当の 人間が ある 瞬間、 画の 様な 或は 

彫刻の 様な 効果 を 与へ る ことであります。 この 黙ん ま 

りと 云 ふの は 矢張り 歌舞伎 劇で 非常に 大事であります。 

殊に 始めて 舞台に 立つ 俳優の 出る と 云 ふ 場合に は、 黙 



ん まりを 必ず 入れて 一 種の 見物への 挨拶と して 居り ま 

す。 其 時には 一 座の 名優 達が 新ら しく 出る 俳優の 前に 

出で、 暫く 見物に とくと 見せる 様な 状態に 舞台 を 作り 

ま ^9 

其 次 は 荒事、 之 は 先刻の 殺 場、 責 場と 違 ひまして、 

之 は 唯 非常に 力が 強いと か、 非常に 勇気が あると 云 ふ 

人物 を 舞台の 上に 出して、 無論 殺伐で はあります けれ 

ども、 非常に 豪放な 印象 を 見物に 与へ ます。 例へば 男 

が 家の 縁の下に 這 入って 家 をい きなり うんと 持 揚げて 

仕舞う 場面と か、 或は 大きな 船 をい きなり 片手で 振リ 

廻す とか、 さう 云 ふ 人間業で は 到底 出来ない 様な 力 を 



其処に 見せて、 見物に 溜飲 を 下げさせ ると 云 ふ 様な こ 

とであります。 或る 俳優が 或る 芝居の 中で 家 を 持 上げ 

る 場面 を 今迄 両手で 持 上げて ゐた。 然るに 一 人の 俳優 

は 片手で 持 上げました。 色々 な 仕掛けが あります から 

何方ら で 上げても 同じであります。 何でもな いのです 

が、 さぅすると其時に舞台監督たるマネーヂ^ -— は、 

幾ら 力が 強くても 片手で はまる で噓 見たい だから 両手 

で 上げたら 宜 からう と 云ったら、 其 時に 俳優 は 何方ら 

にしても、 家 を 持ち あげる のは噓 にき まって ゐる。 力 

を 強調す るた めに は、 片手の 方が 効果的 だと 云って、 

それ以来 其の 芝居 は 片手で 家 を 持 上げる 様になつ たと 



からもう 一 つ は 児童劇と 云って 子供の 芝居、 或は 学校 

劇と 云 ふ ものが 最近 非常に 盛であります。 此 児童劇、 

学校 劇と 云 ふ もの は、 勿論 興行 的 に やられて 居る もの 

ではありません けれども、 日本の 文化 運動の 一 翼と し 

て その 存在 は 無視す る こと は 出来 ませぬ。 この 為に 各 

種の 研究 をして 居る 人が あります。 子供に 見せる 為め 

の 芝居、 それから 子供が 自分で やる 芝居、 此 二つの 面 

から 研究す る。 其 他猶ほ 一 番 最初に 申しました、 日本 

の 各地 方で 行 はれて 居る 民族 劇、 各地 方で 昔から 行 は 

れて 居る 芝居に 類す る もの を 挙げます と 云 ふと まだ 沢 

山あります が、 それ も 今日は 申 上げない 事に 致します _ 
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